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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期
第２四半期
累計期間

第51期
第２四半期連結
累計期間

第50期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円）   841,598   621,474 1,491,385

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
    28,001     △34,289 38,543

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
    132,535     △20,086 131,034

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
－ △20,065 －

純資産額（千円）     3,030,369    3,003,897 3,028,951

総資産額（千円）     4,069,387    3,985,798 4,169,235

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

21.23 △3.22 20.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 74.5 75.4 72.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    △52,415     △68,331 △28,435

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    △32,391     △48,130 73,102

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    △70,949     △102,514 156,910

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
    272,294     424,682 629,628

　

回次
第50期
第２四半期
会計期間

第51期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

14.77 △2.15

（注）１．当社は第50期第２四半期累計期間及び第50期は四半期連結財務諸表及び連結財務諸表を作成していないため、

第50期第２四半期累計期間及び第50期事業年度について記載しております。また、第51期第２四半期連結累計

期間は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社に係る主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。　

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第50期第２四半期累計期間及び第50期は、潜

在株式が存在しないため、記載しておりません。第51期第２四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

　（連結子会社）

　重要性が増したと判断：赫菲（上海）軸承商貿有限公司　

EDINET提出書類

ヒーハイスト精工株式会社(E01727)

四半期報告書

 3/16



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要により企業の設備投資や消費動向

に復調の兆しが見えはじめているものの、電力供給問題や原油価格高騰に加え、欧州債務危機や中国経済の減速、円

高の長期化による輸出減退など、依然として厳しい状況が続いています。

　このような経済環境の下で、当社グループは、中国への本格的な販売を開始、アジア展開への第一歩を踏み出しまし

た。また、納期対応力、用途開発力の強化を図るとともに、原価低減・生産性の向上に努めて参りました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高につきましては621,474千円となりました。

  また、利益面につきましては、売上高の減少により、経常損失34,289千円となり、四半期純損失は20,086千円となり

ました。

　主力製品であります直動機器につきましては、国内需要の不振に加え、海外経済の減速を受け産業用機械業界等か

らの受注が減少し、当第２四半期連結累計期間の売上高は525,473千円となりました。

　精密部品加工につきましては、試作部品及び一般受託加工部品の受注減少により、売上高は51,481千円となりまし

た。

　ユニット製品につきましては、電子部品業界、液晶製造装置向けが需要低迷し、売上高は44,519千円となりました。

  なお、第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同期との比較分析は行って

おりません。　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、424,682千円となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は68,331千円であります。これは主に減価償却費47,536千円及び売上債権の減少

42,327千円による資金の増加に対し、税金等調整前四半期純損失34,289千円、たな卸資産の増加29,822千円及び仕入

債務の減少74,371千円による資金の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は48,130千円であります。これは主に有形固定資産の取得による支出45,682千円及

び無形固定資産の取得による支出2,000千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は102,514千円であります。これは主に長期借入金の返済による支出102,438千円に

よるものであります。

　なお、第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同期との比較分析は行って

おりません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は18,135千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,720,000

計 18,720,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,245,000 6,245,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数　

1,000株

計 6,245,000 6,245,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日　
－ 6,245,000 － 717,495 － 664,455
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

尾崎　浩太 東京都世田谷区 1,123 17.98

尾崎　文彦 埼玉県川越市 1,021 16.34

尾崎　久壽彌 埼玉県所沢市 804 12.88

小泉　秀樹 埼玉県川越市 183 2.93

大塚　勝洋 東京都荒川区 170 2.72

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１丁目６番６号

日本生命証券管理部内　
100 1.60

大塚　徳子 東京都荒川区 80 1.28

夏　恒 東京都国分寺市 80 1.28

西村　平 山口県下関市 61 0.97

ヒーハイスト精工社員持株会 埼玉県川越市今福580番地１ 56 0.89

計 － 3,679 58.91

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 自己株式　　 1,000 － －

完全議決権株式（その他）
普通株式 6,240,000　

　　　
6,240 －

単元未満株式 普通株式　　 4,000　　 － －

発行済株式総数 　　　　 6,245,000　 － －

総株主の議決権 － 6,240 －

　（注）　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式750株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ヒーハイスト精工

株式会社

埼玉県川越市今福

580番地１
1,000 － 1,000 0.02

計 － 1,000 － 1,000 0.02

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　

EDINET提出書類

ヒーハイスト精工株式会社(E01727)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　なお、第51期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前期末連結貸借対照表、前

第２四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書については記載しておりません。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 534,682

受取手形及び売掛金 ※
 466,710

商品及び製品 171,723

仕掛品 300,737

原材料及び貯蔵品 325,670

その他 47,863

流動資産合計 1,847,388

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 782,587

機械装置及び運搬具（純額） 190,806

工具、器具及び備品（純額） 23,075

土地 1,063,504

建設仮勘定 25,507

有形固定資産合計 2,085,482

無形固定資産 5,093

投資その他の資産 47,833

固定資産合計 2,138,409

資産合計 3,985,798

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 265,689

営業外支払手形 ※
 74,547

1年内返済予定の長期借入金 204,876

未払金 16,032

未払法人税等 3,579

賞与引当金 10,000

その他 29,947

流動負債合計 604,671

固定負債

長期借入金 271,858

退職給付引当金 52,590

役員退職慰労引当金 51,386

その他 1,393

固定負債合計 377,228

負債合計 981,900
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 717,495

資本剰余金 664,455

利益剰余金 1,622,206

自己株式 △183

株主資本合計 3,003,972

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △206

為替換算調整勘定 130

その他の包括利益累計額合計 △75

純資産合計 3,003,897

負債純資産合計 3,985,798
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 621,474

売上原価 452,850

売上総利益 168,623

販売費及び一般管理費 ※
 197,600

営業損失（△） △28,977

営業外収益

受取利息及び配当金 71

還付加算金 119

雑収入 211

その他 72

営業外収益合計 474

営業外費用

支払利息 2,874

為替差損 2,912

営業外費用合計 5,786

経常損失（△） △34,289

税金等調整前四半期純損失（△） △34,289

法人税等 △14,203

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △20,086

四半期純損失（△） △20,086
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △20,086

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △289

為替換算調整勘定 309

その他の包括利益合計 20

四半期包括利益 △20,065

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △20,065
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △34,289

減価償却費 47,536

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,741

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,335

受取利息及び受取配当金 △71

支払利息 2,874

売上債権の増減額（△は増加） 42,327

たな卸資産の増減額（△は増加） △29,822

仕入債務の増減額（△は減少） △74,371

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,186

その他の流動負債の増減額（△は減少） 3,879

その他の固定資産の増減額（△は増加） △255

小計 △48,972

利息及び配当金の受取額 71

利息の支払額 △2,877

法人税等の支払額 △16,553

営業活動によるキャッシュ・フロー △68,331

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 10,000

有価証券の取得による支出 △18

有形固定資産の取得による支出 △45,682

有形固定資産の売却による収入 598

無形固定資産の取得による支出 △2,000

貸付金の回収による収入 30

その他 △11,058

投資活動によるキャッシュ・フロー △48,130

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △102,438

自己株式の取得による支出 △10

配当金の支払額 △65

財務活動によるキャッシュ・フロー △102,514

現金及び現金同等物に係る換算差額 304

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △218,672

現金及び現金同等物の期首残高 643,354

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 424,682
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

項目
当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１．連結の範囲の重要な変更 （1）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より赫菲（上海）軸承商貿有限公司の重要

性が増したため、連結の範囲に含めております。　

（2）連結子会社の数

１社

（3）連結子会社の名称

赫菲（上海）軸承商貿有限公司

２．持分法の適用に関する事項 該当事項はありません。　

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 赫菲（上海）軸承商貿有限公司の決算日は12月31日であり、連結決算

日（３月31日）との間には３ヶ月の差異があります。なお、当該連結子

会社の四半期決算日（６月30日）と、四半期連結決算日（９月30日）

との間に生じた重要な取引について、連結上必要な調整を行っており

ます。　

　

　

【会計方針の変更等】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

　減価償却方法の変更 　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年

４月１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づ

く減価償却方法に変更しております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等

調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

　税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末残高に含まれております。

 
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形 4,363千円

支払手形 35,405千円

営業外支払手形 8,347千円
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（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

  
当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

役員報酬 34,830千円

給料手当 29,620

支払報酬 21,269

研究開発費 18,135

租税公課 15,034

役員退職慰労引当金繰入額 4,665

賞与引当金繰入額 1,315

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 534,682千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △110,000

現金及び現金同等物 424,682

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

　配当に関する事項

　　　　該当事項はありません。

（セグメント情報）

  当社グループは、精密機器製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

　　１株当たり四半期純損失金額（△） △3円22銭

（算定上の基礎）  

四半期純損失金額（△）

（千円）
△20,086

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（千円）
△20,086

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,243

　 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第２四半期累計期間は、１株当たり四半期純損失

　　　 であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月12日

ヒーハイスト精工株式会社

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鶴見　寛　　　印

 
指定社員　
業務執行社員

 公認会計士 波賀野　徹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒーハイスト精工

株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヒーハイスト精工株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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